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別表 揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制のための対策の概要

手法の区分 記号 対策の概要

１１ 溶剤の低揮発性有機化合物化又は非揮発性有機化合物化

①原材料対策による手法 １２ ハイソリッド塗料等溶剤含有率の低減

１３ 粉体塗料等の揮発性有機化合物が不要な原材料の使用

１９ その他

ふた閉め等溶剤管理の徹底２１

②工程管理による手法 効率の向上による塗料等の使用量の削減２２

作業工程見直しによるふた開放時間等の短縮２３

２９ その他

施設の密閉化等の施設からの蒸発防止策３１

③施設の改善による手法 冷却装置の増設による蒸発量の減少及び回収量の増加３２

塗装の色替え時の洗浄ラインの短縮による溶剤使用量の削減３３

製造設備の集約化３４

３９ その他

４１ 固定屋根式タンクの浮屋根式タンク又は内部浮屋根式タンクへ
④ 屋外タンク貯蔵所の改造 の改造

４９ その他

５１ 吸着法（排出ガス中の揮発性有機化合物を活性炭等の吸着剤に
吸着させるもの）

５２ 吸収法（排出ガス中の揮発性有機化合物を水、酸、アルカリ、
揮発性有機化合物等に接触させて吸収させるもの）

５３ 凝縮法（排出ガス中の揮発性有機化合物を冷却して凝縮液化さ
せるもの）

５４ 直接燃焼法（排出ガス中の揮発性有機化合物を直接燃焼させ､炭
酸ガスと水蒸気に変えるもの）⑤処理装置による手法

５５ 接触酸化法（排出ガス中の揮発性有機化合物を触媒を用いて燃
焼させ､炭酸ガスと水蒸気に変えるもの）

５６ 蓄熱燃焼法（高温の固定層に排出ガスを接触させて、揮発性有
機化合物を燃焼させ、炭酸ガスと水蒸気に変えるもの）

５７ 生物分解法（排出ガス中の揮発性有機化合物を微生物を利用し
て分解するもの）

５９ その他

不良率の減少による溶剤使用量の削減９１

余材の削減による塗布面積等の削減９２

包装材の小面積化等による塗布面積等の削減⑨その他の手法 ９３

製品の無塗装化９４

９９ その他


